
世
界
平
和
に
向
け
て 

 

今
、
世
界
で
は
様
々
な
紛
争
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
紛
争
の
映
像
を
観
る
と
心
が
締

め
付
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
私
達
の
日
常
生
活
か
ら

あ
ま
り
に
か
け
離
れ
す
ぎ
て
い
て
、
身
近
な
出
来
事

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
な
い
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
平
和
を
願
う
気
持
ち
は
、
人
種
や
あ
ら

ゆ
る
立
場
を
越
え
て
世
界
共
通
の
願
い
で
す
。
そ
ん

な
私
達
は
、
今
い
る
現
実
の
中
で
何
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。「
自
分
は
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
皆
さ
ん
が
落
ち
込
む
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

あ
る
著
名
な
哲
学
者
の
言
葉
に
『
あ
な
た
が
自
身

の
幸
せ
を
願
う
な
ら
、
ま
ず
周
り
の
人
の
幸
せ
を
考

え
て
い
き
な
さ
い
』
と
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
で
き
る

第
一
歩
は
「
身
の
回
り
の
人
を
大
切
に
し
て
い
く
こ

と
」
で
す
。
国
と
い
っ
て
も
人
と
人
の
集
ま
り
で
す
。

そ
の
人
同
士
が
、
異
な
る
価
値
観
や
考
え
を
受
け
入

れ
、
尊
重
し
合
う
中
で
、
世
界
平
和
は
必
ず
な
さ
れ
ま

す
。 

『
今
目
の
前
に
い
る
一
人
を
大
切
に
』
を
合
言

葉
に
共
々
に
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

退
任
式 

 

【
合
唱
の
部
】 

十
月
二
十
八
日
（
土
）
快
晴
の
中
、
第
五
十
二
回

一
中
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

前
日
ま
で
感
染
症
が
不
安
視
さ
れ
る
中
、
生
徒
も

教
職
員
も
感
染
予
防
に
努
め
な
が
ら
、
無
事
に
当
日

を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
の
式
次
第
は
、
各
ク
ラ
ス
・

学
年
に
よ
る
合
唱
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

会
場
は
、
入
場
制
限
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

立
ち
見
に
な
る
程
、
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
思
う
よ
う
に
練
習
が
進
ま

な
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
持
て
る

力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 

 

  

  

【
舞
台
発
表
の
部
】 

    
 

 
 

 
 

 

    

合
唱
の
部
の
後
は
、
舞
台
発
表
の
部
で
す
。
一
学

年
は
女
神
湖
移
動
教
室
、
二
学
年
は
職
場
体
験
、
三

学
年
は
修
学
旅
行
の
体
験
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

午
後
は
、
生
徒
会
や
英
語
学
習
、
各
部
活
動
に
よ
る

発
表
で
し
た
。 

昨
年
度
は
、
午
後
の
部
に
空
席
が
目
立
っ
た
の
で

す
が
、
今
年
度
は
午
後
も
ほ
と
ん
ど
の
席
が
埋
ま
る

状
況
で
し
た
。
館
内
の
人
の
多
さ
を
意
気
に
感
じ
、

生
徒
た
ち
も
精
一
杯
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
に

支
え
ら
れ
て
の
牛
込
第
一
中
学
校
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
宿
区
立
牛
込
第
一
中
学
校 

 

第
六
号 

教
育
目
標 

 

一 

自
ら
考
え
、
進
ん
で
実
行
す
る
人
【
自
立
】 

 

二 

思
い
や
り
の
あ
る
情
操
豊
か
な
人
【
共
生
】 

 

三 

心
身
と
も
に
健
康
で
、
明
朗
な
人
【
健
康
】 

 
 

 
 

 

第

五

十

二

回 
 

一

中

祭 

R5.11.8 



 

校 

 
十
一
月
三
日
（
金
）
晴
れ
渡
る
青
空
の
下
、 

箪
笥
地
区
青
少
年
育
成
委
員
主
催
に
よ
る
地
域
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
牛
三
中
に
て
行
い
ま
し
た
。 

 

牛
一
中
か
ら
は
、
生
徒
会
・
一
学
年
学
級
委
員
・

吹
奏
楽
部
の
生
徒
が
参
加
。 

 

生
徒
会
は
競
技
種
目
の
運
営
を
、
一
学
年
学
級
委

員
は
綿
菓
子
の
模
擬
店
を
、
吹
奏
楽
部
は
午
後
に
演

奏
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
大
勢
の
地
域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
一
般
客
と
し
て
も
一
中

生
が
多
数
来
て
お
り
ま
し
た
。
地
域
の
交
流
を
深
め
、

地
域
へ
貢
献
す
る
有
意
義
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。 

  

     

  
 

 
 

   

曜
学
校
公
開
＆
シ 

          

本
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
十

一
月
二
日
（
木
）
二
学
年
の
生
徒
た
ち
は
、
Ｔ
Ｇ
Ｇ

（
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ

Ａ
Ｙ
）
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

現
地
で
は
、
全
て
の
会
話
が
英
語
に
な
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
海
外
の
国
へ
出
か
け
た
際
、
実
際
に

起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
面
を
、
英
語
の
や
り

取
り
で
体
験
し
ま
す
。
フ
ラ
イ
ト
だ
っ
た
り
、
仲
間

と
意
見
を
言
い
合
う
場
面
だ
っ
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン

だ
っ
た
り
・
・
。 

一
日
で
語
学
力
が
身
に
つ
く
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
英
語
へ
の
興
味
関
心
を
深
め
る
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。 

 

 

今
後
の
予
定 

【
十
一
月
】 

教
育
相
談
日
（
三
学
年
） 

 
 

 
 

七
～
十
日 

生
徒
会
朝
礼
（
全
学
年
） 

 
 

 
 

 

十
三
日 

期
末
考
査
（
全
学
年
） 

 
 

 

二
十
～
二
十
二
日 

避
難
所
設
営
訓
練
（
一
学
年
） 

 
 

 

二
十
四
日 

到
達
度
テ
ス
ト
（
三
学
年
） 

 
 

 
 
 

 

同
日 

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
（
三
学
年
） 

 

二
十
六
日 

受
験
写
真
撮
影
（
三
学
年
） 

 
 

 
 

二
十
七
日 

 

【
十
二
月
】 

生
徒
会
朝
礼
（
全
学
年
） 

 
 

 
 

 
 

 

四
日 

体
育
健
康
教
育
授
業
（
全
学
年
） 

 
 

 
 

五
日 

教
育
相
談
日
（
一
・
二
学
年
） 

 
 

五
～
十
一
日 

※
二
学
年
の
み
十
二
日
も
実
施 

一
・
二
学
年
区
学
力
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 

十
三
日 

鎌
倉
校
外
学
習
（
二
学
年
） 

 
 

 
 

 

十
四
日 

 

二

年 
 

Ｔ

Ｇ

Ｇ 

地

域

レ

ク

リ

エ

ｌ

シ

ョ

ン 


